
 

 

 

 

第４回東久留米市公共施設のあり方に関する基本方針検討委員会 

公共施設のあり方に関する基本方針検討基礎資料（追加） 

 

 

３つの基本方針の柱（方向性）に向けた具体的な推進方策を次のようにまとめます。 

図表 公共施設のあり方に関する基本方針の体系 
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＜基本方針の柱（方向性）＞ ＜今後の推進方策＞ 

財源の確保 

Ⅲ-3◆庁内横断的な公共施設マネジメントの推進体制を整備する 

Ⅰ-8◆施設の設置に依存しない行政サービスの提供方法を検討する 

Ⅲ-1◆公共施設の整備等に活用するため、計画的な基金への積立を行う 

Ⅱ-7◆近隣市との連携など広域的視野をもった対応を検討する 

Ⅲ-2◆施設等の貸付けや売却により施設整備等の財源確保を検討する 
 

Ⅲ-4◆市民及び議会等に対する情報共有を図る 

Ⅱ-1◆定期点検や劣化診断等により予防型の保全手法に転換し、施設の長寿命化や効率的な 
修繕及び改修等を図る 

Ⅰ-4◆義務教育施設は地域の拠点施設として有効活用を図る 

Ⅰ-7◆特定の分野に限定された利用形態を持つ施設の多機能化（一つのスペースを異なる目的の 
     施設として利用する）を図る 

Ⅰ-1◆公益上、防災上の必要機能を維持しつつ、施設総量の適正化を図る 

Ⅰ-3◆施設の更新の際は、施設の複合化（一つの土地や建物に複数の異なる機能の施設をまとめ
る）を前提として検討する 

ソフト面の方策 

ハード面の方策 

ハード面の方策 

推進体制の整備                                                                                                                                                                                                                                   

ソフト面の方策 

Ⅰ-2◆拠点性を高めることでより効果的、効率的なサービスが提供できると見込まれる場合は、複数 
施設の集約を図る 

Ⅱ-6◆施設機能を効果的に生かせるよう、運用形態の柔軟性を高める 

Ⅰ-6◆民間等の提供するサービスを利用することにより、効果的・効率的なサービスが見込まれる場合

は、サービスの提供主体の転換を図る 

Ⅱ-3◆コスト抑制効果の高い施設・設備への転換を図る 

Ⅱ-5◆施設の更新等の際は、その整備、運営にかかる民間ノウハウ及び資金の活用を検討する 

Ⅱ-4◆指定管理者制度や包括的な外部委託など、より効果的・効率的な維持管理手法への転換を 
   進める 

Ⅱ-8◆受益者負担の適正化を図る 

Ⅰ-5◆公による整備に限定されることのない行政サービス提供の場の確保方策を検討する 

Ⅱ-2◆施設の改修・更新等については、中長期の計画を定め、これに基づき実施する 

Ⅰ 機能（サービス）

を重視して公共施設

のスリム化を図る 

Ⅱ ライフサイクルコス

トを縮減・平準化する 

Ⅲ 財源を確保しマネ

ジメントを着実に推進

する 


